
学年全体を対象にした進路講演会や�

各クラスで行われるＬＨＲは、�

生徒の進路観養成のための�

貴重な場である。説得力のある�

資料を活用して、生徒を動かす�

きっかけとなる取り組みにしたい。�

進路指導に�
役立つ�
教育データ集�

１年生用資料�

�

�

※スタディーサポート１年２回（平成９年）より。�

単語を調べて本文を書き写すだけでなく、文脈の意味を推察して訳を考えてみる予
習スタイルが、授業の理解度を大きく変える。�

※文部省『学校基本調査報告書』より。�

男女ともに就職率は平成２年から10年の間で約15ポイントも減少した。長引く景気
の低迷を背景に、大学生の就職状況はまだまだ非常に厳しい。�

※ベネッセコーポレーション「高校生の進学環境予測」（平成10年）より。�

18歳人口の減少から、大学はますます広き門となる。入れる大学ではなく、入りたい
大学を選んでいくことがより求められる時代になってきた。�

※スタディーサポート１年２回（平成９年）より。�

古典では本文をただ写すのではなく、辞書などを使って全文を訳し、理解するという
予習法が、学力のアップにつながるようだ。�

※文部省『学校基本調査報告書』より。�

どの学部系統も低下している。文系、理系にかかわらず就職難の影響を受けての
大学院進学率の上昇も背景にあるようだ。�

※ベネッセ文教総研「高校生の自己理解と進路展望」より。�

自分は大学でなにを学び、なにを身につけたいかをしっかり考えて進学している大学
生が多いことがわかる。自分の興味や将来像を把握することが求められる。�

�

※進研ゼミ会員アンケート（平成９年）より。�

高２が終わるまでには大半の生徒が志望校を考え始める。そのためには、職業や学
問について自分の興味・関心を明確にしておくことが必要になる。�

�
※経済同友会「日本型人事システムと人材開発について」（平成９年）より。�

企業の人事担当者に対するこの調査から、状況の変化に対応する力と、国際性や
コンピュータなど特定の分野に精通した人材が求められていることがわかる。�

※スタディーサポート１年２回（平成９年）より。�

家庭学習の習慣を身につけることは成績に大きな影響を与える。宿題をやり遂げる
ことから、家庭学習の習慣を身につけていきたい。�
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各
学
年
・
学
期
で
の
進
路
指
導
・
学

習
指
導
の
目
標
、
具
体
的
取
り
組
み
を

説
明
す
れ
ば
、
生
徒
は
３
年
間
の
高
校

生
活
を
１
本
の
線
と
し
て
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
の
よ

う
に
一
覧
に
し
て
、
進
路
講
演
会
な
ど

で
配
付
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

１
年
生
の
段
階
で
は
、
大
学
入
試
の

し
く
み
に
つ
い
て
誤
解
を
し
て
い
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
む
や
み
に
危
機
感

を
あ
お
る
必
要
は
な
い
が
、
国
公
立
大

と
私
立
大
の
入
試
の
違
い
な
ど
、
基
礎

的
で
、
進
路
選
択
に
も
関
連
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
説
明
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

生
徒
を
動
か
す
資
料
作
り
に
は
、
生

徒
が
教
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
分

の
問
題
に
引
き
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
工

夫
が
欲
し
い
。
自
校
の
卒
業
生
の
学
習

状
況
調
査
、
進
路
希
望
調
査
な
ど
、
生

徒
が
自
分
に
置
き
換
え
て
考
え
ら
れ
る

デ
ー
タ
を
盛
り
込
ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。

進
路
講
演
会
の
感
想
を
生
徒
に
書
か

せ
て
み
る
欄
を
資
料
中
に
作
っ
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。
教
師
の
説
明
だ
け
に
な
り

が
ち
な
講
演
会
に
生
徒
の
作
業
を
盛
り

込
め
ば
、
生
徒
の
講
演
会
参
加
の
姿
勢

も
変
わ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解

度
を
見
る
材
料
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。

進
学
・
社
会
環
境
か
ら
、
求
め
る
高
校
生
像
を
提
示

１
年
生
へ
の
指
導
で
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ

に
、
中
学
生
か
ら
高
校
生
へ
の
意
識
の
転
換
が
挙
げ

ら
れ
る
。
高
校
で
は
中
学
校
以
上
に
能
動
的
な
学
習

ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
実
社
会
で
ど
う
生

き
て
い
く
か
と
い
う
長
期
的
な
視
野
で
の
進
路
選
択

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
早
い
段
階
で
生
徒
に
理
解

さ
せ
た
い
。

進
路
・
学
習
の
両
面
に
つ
い
て
自
分
の
置
か
れ
て

い
る
現
状
を
分
析
し
、
自
分
で
課
題
、
テ
ー
マ
を
発

見
し
、
そ
れ
を
自
ら
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
、
生
徒

は
あ
る
べ
き
高
校
生
像
に
近
づ
い
て
い
く
。
低
学
年

次
か
ら
の
指
導
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
生
徒
が

自
分
自
身
を
変
え
て
い
く
よ
う
な
き
っ
か
け
作
り

が
、
１
年
生
の
進
路
講
演
会
に
求
め
ら
れ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

数学の復習、宿題への取り組み方と成績変動との相関 高校生が志望校について考え始める時期 企業が求める人材要件の変化

進学環境の予測

大学生の進学理由

大学卒業者の就職率の推移

学部系統別就職率の推移

英語の予習への取り組み方と成績変動との相関 古典の予習の取り組み方と成績変動との相関

１年生用
進路講演会資料を
作るための
四つのポイント

高
校
３
年
間
の
指
導
の

流
れ
を
生
徒
に
理
解
さ
せ
る

大
学
入
試
と

高
校
入
試
の
違
い
を
伝
え
る

学
校
独
自
の

デ
ー
タ
を
盛
り
込
む

生
徒
が
参
加
で
き
る
し
か
け
で

理
解
度
を
測
る


